
演習問題集４年上第１回・くわしい解説
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (1)

ワンポイント なれるまでは方眼紙に筆算をした方がよいが，そのうちに白い紙でも書けるようにしよう。

① ②

③ ④

⑤ １９００×６０ を計算するのではなく ⑥ ４５００×２８０ を計算するのではなく，

０をとりのぞいて １９×６ の計算をし， ０をとりのぞいて ４５×２８ の計算をし，

そのあと，とりのぞいた０をくっつける。 そのあと，とりのぞいた０をくっつける。

０を３個とりのぞいてあったので，

正解は １１４０００。

０を３個とりのぞいてあったので，

正解は １２６００００。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (2)

ワンポイント ２けた以上の数でわるわり算になれていない人は，

「わり算１００題」 http://www.suguru.jp/seminar/wari100.htm
などで練習しておこう。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (3)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

たとえば１人６０円ずつ４人から集めると，６０×４＝２４０（円） となります。かけ算ですね。

この問題も同じように，かけ算になります。 ３１５

× ３４

３１５×３４＝１０７１０（円）。 １２６０

９４５

１０７１０

反復問題（基本） 1 (4)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

たとえば１さつ６０円の本を４さつ買うと，６０×４＝２４０（円） となります。かけ算ですね。

この問題も同じように，かけ算になります。 １２

× ３５

１２００×３５０ のかけ算は，０をとりのぞいて １２×３５ の計算をして， ６0

そのあと，とりのぞいた０をくっつけます。 ３６

４２０

１２００ からは０を２個とりのぞき，３５０ からは０を１個とりのぞくので，

０を合計３個とりのぞいて，計算することになります。

０を３個とりのぞいたかけ算は，１２×３５＝４２０ になるので，正解は，４２０に０を３個くっつけた，

４２００００（円）です。

（注意） １２×３５ の計算は４２０になり，すでに０が１個くっついています。このことを忘れて０を３個く

っつけたら，４２０００ という答えになってしまい×になります。

０は合計４個になることに注意しましょう。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 1 (5)

ワンポイント かけ算なのかわり算なのかをよく考えること。

右の図のように，９１本を７人で分けることになりますから，

わり算になります。

９１÷７＝１３ ですから，１人がもらうリボンは１３本になります。

反復問題（基本） 1 (6)

ワンポイント あまりがあると，どうしなければいけないかを考えよう。

右の図のように，１４２人を３２人ずつ，バスに乗せます。

１４２人の中に，３２人が何回入っているかということに

なりますから，わり算になります。

１４２÷３２＝４ あまり １４ ですから，

１４２人の中に，３２人が４回入っていて，１４人あまります。

しかし，正解は４台ではありません。

なぜなら，あまっている１４人を，バスに乗せないわけには

いかないからです。

あまっている１４人のために，バスがもう１台必要です。

よってバスの台数は，４＋１＝５（台）になります。

９１本
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１２８
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１４２人

１４人
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 2 (1)

てつや君は，１個８５円のリンゴを１５個買いました。

もし，２個だけ買ったとしたら，８５×２＝１７０（円）になります。

１５個買った場合も，やはりかけ算になります。

８５×１５＝１２７５（円）です。

反復問題（基本） 2 (2)

てつや君は１個８５円のみかんを１５個買って，(1)で求めたように１２７５円ぶん買いました。

１５００円を持っていったのですから，残ったお金は １５００－１２７５＝２２５（円）になります。

８５
１５
４２５
×

８５
１２７５
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 3 (1)

はじめにあった色えんぴつは２５０本でした。

生徒たちに配ったら，２６本あまりました。

よって，配った色えんぴつは，２５０－２６＝２２４（本）です。

反復問題（基本） 3 (2)

(1)で求めたように，配った本数は２２４本です。

１人に１４本ずつ配ったのですから，

２２４本の中に，１４本が何回入っているかを考える

ことになり，わり算になります。

２２４÷１４＝１６ ですから，生徒は１６人いたことになります。

２５０

１４
２６

１４

配った本数

２５０

１４ １４

２２４
２６

２２４１４
１４
８４

１６

８４
０
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（基本） 4 (1)

１週間は７日間ですから，３週間で ７×３＝２１（日間）です。

１日に１８題ずつ，２１日間といたのですから，宿題は，

１８×２１＝３７８（題）ありました。

反復問題（基本） 4 (2)

(1)で，宿題は全部で３７８題あることがわかりました。

この３７８題を，２週間でとき終わるには，１日何題ずつとけばよいかという問題です。

１週間は７日間ですから，２週間で ７×２＝１４（日間）です。

３７８題を，１４個に分けることになりますから，わり算になります。

３７８÷１４＝２７ ですから，毎日２７題ずつとけばよいことになります。

１８
２１
１８

×

３６
３７８

３７８
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（練習） 1 (1)

正しい計算 … ある整数に１７をかける。

まちがった計算 … ある整数を１７でわったので，商が２３で，あまりが１２になる。

※わり算の答えのことを，「商」といいます。
しよう

「まちがった計算」において，ある整数を１７でわると，商が２３で，あまりが１２というのは，

ある整数の中に，１７が２３回入っていて，あと１２あまる。

という意味です。

図にすると，右の図のようになります。

１７が２３個で，１７×２３＝３９１ です。

１２あまっているので，ある整数は，３９１＋１２＝４０３ になります。

反復問題（練習） 1 (2)

(1)で，ある整数は４０３であることがわかりました。

正しい計算は，

ある整数に１７をかける。

という計算ですから，４０３×１７＝６８５１ になります。

ある整数

１７ １７ １７ ………

２３回

１７
…… １２
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（練習） 2 (1)

太郎君は，毎日１６ページずつ読んで，１９日目に９ページ読んで読み終わりました。

ということは，１日目から１８日目までの１８日間は，毎日１６ページ読んだはずです。

１８日目までで，１６×１８＝２８８(ページ)読みました。

１９日目にあと９ページ読んで読み終わったのですから，本のページ数は，２８８＋９＝２９７(ページ)

になります。

反復問題（練習） 2 (2)

(1)で，本のページ数は２９７ページであることがわかりました。

(2)では，花子さんがこの２９７ページの本を，毎日２１ページずつ読んでいきます。

２９７ページの中に，２１ページが何回入っているかということですから，わり算ですね。

２９７÷２１＝１４ あまり ３ ですから，２９７ページの中に，２１ページは１４回入っていて，あと３ページ

あまります。

よって，花子さんは毎日２１ページずつ読んでいって，１４日目まで読んだときに，あと３ページあまっ

ていることになります。

残りの３ページを読むのは，次の１５日目です。

よって，花子さんは１５日目に読み終えたことになります。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（練習） 3 (1)

２７８人のうち，長いすにすわれなかったのは５４人ですから，すわれたのは ２７８－５４＝２２４（人）で

す。

２２４人が，長いすに４人ずつすわったのですから，長いすの数は，２２４÷４＝５６（きゃく）になりま

す。

反復問題（練習） 3 (2)

(1)によって，長いすの数は５６きゃくであることがわかりました。

この５６きゃくを半分にすると，５６÷２＝２８（きゃく）ずつになります。

全体の半分の長いすである２８きゃくには，７人ずつすわらせました。

７×２８＝１９６（人）がすわりました。

全部で２７８人いるのですから，残りの人数は，２７８－１９６＝８２（人）

です。

この８２人を，残りの長いすに６人ずつすわらせていきます。

８２人を６人ずつすわらせていくのですから，わり算になります。

８２÷６＝１３ あまり ４ ですから，１３きゃくに６人ずつすわり，

あと４人があまります。

あまっている４人も，長いすにすわらせないといけないので，

もう１きゃくが必要になり，結局１３きゃくではなく，１３＋１＝１４（きゃく）が必要です。

２８きゃくのうち，１４きゃくにはすわらせるのですから，だれもすわっていない長いすは，

２８－１４＝１４（きゃく）になります。

……

… …

５６きゃく

２８きゃく ２８きゃく

２８きゃく

…

２８きゃく

…７ ７ ７

２８きゃく

…

２８きゃく

…７ ７ ７

１９６人

２８きゃく

…

２８きゃく

…７ ７ ７

１９６人 ８２人

６ ６

８２

６ ６ ６ …
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（練習） 4 (1)

右図のように，テントは１８はりありました。

１はりのテントに６人ずつとまることにしたら，２人だけのテントが

１はりと，だれもとまらないテントが３はりできました。

ちゃんと６人ずつとまるテントは，１８－１－３＝１４（はり）です。

整理すると，次のようになります。

６人ずつとまるテントが１４はりある。

２人とまるテントが１はり。

だれもとまらないテントが３はり。

６人ずつとまるテントが１４はりで，６×１４＝８４（人）がとまっています。

ほかに，２人とまるテントが１はりあるので，キャンプに参加する人数は，８４＋２＝８６（人）になります。

反復問題（練習） 4 (2)

(1)で，キャンプに参加する人数は８６人であることがわかりました。

この８６人を，１はりのテントに４人ずつとまることにすると，

８６人の中に，４人が何回入っているかという，わり算になります。

８６÷４＝２１ あまり ２ ですから，２１はりと，あと２人があまります。

あまっている２人にも，テントをあたえないとかわいそうですから，結局，２１＋１＝２２（はり）のテントが

必要になります。

テントは１８はりあったのですから，あと，２２－１８＝４（はり）のテントが必要になります。

６６ …… ６ ２

４４

８６人

……

１８はり
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

反復問題（練習） 5 (1)

お菓子を２００個買いたいのですが，できるだけ１５個入りの

箱につめるのですから，右図のように，２００個を，１５個ずつに

箱づめすることになり，わり算になります。

２００÷１５＝１３ あまり ５ ですから，１５個入りの箱は１３箱できて，５個が箱に入らないことになりま

す。

反復問題（練習） 5 (2)

箱代については，次のようなことが書いてありました。

・箱代は１２０円。

・１１箱以上買うと，１１箱目からは箱代が半額になる。

(1)では，箱は全部で１３箱必要なことがわかりました。

１３箱のうち，１０箱は箱代が１２０円です。 → １２０×１０＝１２００（円）です。

１１箱目から１３箱目までの３箱は，箱代が半額になり，１２０÷２＝６０（円）です。→６０×３＝１８０

（円）です。

よって，箱代は，全部で １２００＋１８０＝１３８０（円）です。

お菓子１個は９０円なので，２００個では，９０×２００＝１８０００（円）です。

したがって，代金は全部で，１３８０＋１８０００＝１９３８０（円）になります。

２００

１５ １５
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

トレーニング ①

0をとりのぞいて79×4の 0をとりのぞいて335×64の

計算をし，そのあと，とりの 計算をし，そのあと，とりの

ぞいた0をくっつける。 ぞいた0をくっつける。

0を2個とりのぞいてあった

ので，正解は３１６００。

0を3個とりのぞいてあったので，正解は21440000。

１ 1 ６
１

０

２

８９７

(1) ５４
７×

(2) ９５
８× ２

(3) 1
７× ６

(5) (6)
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２
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３４

(8)
３

２
２

４２

１
１
２０
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４４ ０
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１

３

１
２０
２
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

トレーニング ②

(1) もし，１本９ｍのリボンが３本あったら，全部で ９×３＝２７（ｍ）です。かけ算ですね。

１本９ｍのリボンが７２本あったときも，やはりかけ算になります。９×７２＝６４８（ｍ）になります。

(2) もし，３人から１０円ずつ集めたら，全部で １０×３＝３０（円）です。かけ算ですね。

２８人から４５５円ずつ集めたときも，やはりかけ算になります。４５５×２８＝１２７４０（円）になりま

す。

(3) もし，３匹ずつ入っている水そうが４個あったら，金魚は全部で ３×４＝１２（匹）になります。かけ

算ですね。

１２匹ずつ入っている水そうが２５個あったときも，やはりかけ算になります。１２×２５＝３００（匹）に

なります。

トレーニング ③

(1) １３８個のイチゴを６個ずつに分けてお皿にのせていくのですから，わり算です。

１３８÷６＝２３（皿）になります。

(2) ３５０個のたまごを１２個ずつに分けてパックにしていくのですから，わり算です。

３５０÷１２＝２９ あまり ２ ですから，２９パックできて，２個あまります。

この問題は，１２個入ったパックが何パックできたかという問題ですから，答えは２９パックになりま

す。

(3) ２０９ページの本を１７ページずつ分けて読んでいくのですから，わり算です。

２０９÷１７＝１２ あまり ５ ですから，１２日間読んで，５ページあまります。

あまった５ページを読むのにも１日かかりますから，１２＋１＝１３（日目）に読み終わります。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

トレーニング ④

(1) １７人から１人２８５円ずつ集めると，全部で ２８５×１７＝４８４５（円）になります。

この４８４５円で，サッカーボールは買えません。なぜなら，まだ１５５円たりないからです。

ですから，４８４５円と，プラス１５５円があれば，サッカーボールを買うことができます。

サッカーボールのねだんは，４８４５＋１５５＝５０００（円）になります。

(2) 折り紙が１７５まいありましたが，配ったあとは，折り紙が３１まいあまりました。

配った折り紙のまい数は，１７５－３１＝１４４（まい）です。

１人に８まいずつ配って，全部で１４４まいぶん配ったのですから，子どもは １４４÷８＝１８（人）い

たことになります。

(3) １０円玉が２８まいで，１０×２８＝２８０（円）です。

全部で１４３０円ですから，残りは １４３０－２８０＝１１５０（円）です。

この１１５０円が，５０円玉の金額です。
きんがく

よって，５０円玉は １１５０÷５０＝２３（まい）あります。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

実戦演習 ①(1)

ナシ１個は８５円です。

ナシ１２個を買うと，８５×１２＝１０２０（円）になります。

実戦演習 ①(2)

(1)で，ナシ１２個ぶんは，１０２０円であることがわかりました。

ゆう子さんは，ナシの他に，１個６８０円のスイカを２個買いました。

１個は６８０円のスイカを２個買うと，６８０×２＝１３６０（円）です。

ナシ１２個ぶんは１０２０円，スイカ２個ぶんは１３６０円ですから，ゆう子さんが買ったのは，全部で

１０２０＋１３６０＝２３８０（円）です。

お金が１２０円あまるように持って行ったのですから，ゆう子さんが持って行ったお金は，２３８０円より

も１２０円高く，２３８０＋１２０＝２５００（円）になります。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

実戦演習 ②(1)

アメは全部で２７０個あります。

アメは４個あまったので，ふくろに入れたのは，２７０－４＝２６６（個）です。

１ふくろに１４個ずつ入れていって，２６６個ぶん入れたので，ふくろの数は，２６６÷１４＝１９（ふくろ）で

す。

実戦演習 ②(2)

(1)で，ふくろは１９ふくろあることがわかりました。

実際には，４ふくろがやぶれていたそうです。

やぶれてなかったのは，１９－４＝１５（ふくろ）です。

ところで，アメは２７０個あります。

この２７０個のアメを，１５ふくろにぴったり入れるためには，１つのふくろに，２７０÷１５＝１８（個）ずつ

入れていけばよいです。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

実戦演習 ③(1)

あつ子さんは，計算ドリルを毎日２２問ずつとき，１３日目に６問といてとき終わったそうです。

ということは，１２日目までは２２問ずつといて，１３日目は６問といた，ということです。

１２日目までに，２２×１２＝２６４（問）ときました。

最後の１３日目に６問といてとき終わったのですから，この計算ドリルは，２６４＋６＝２７０（問）あった

ことになります。

実戦演習 ③(2)

(1)で，この計算ドリルは全部で２７０問あることがわかりました。

だいすけ君は，この計算ドリルを毎日１９問ずつときます。

２７０÷１９＝１４ あまり ４ ですから，１４日間といて，あと４問あまります。

あまった４問をとくのに１日かかりますから，だいすけ君がとき終わったのは，１４＋１＝１５（日目）にな

ります。
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演習問題集４上第１回 くわしい解説

実戦演習 ④(1)

箱は１５箱あります。

まず，クッキーが８まいずつ入った箱を９箱作りました。

残りの箱は，１５－９＝６（箱）です。

残りの箱には５まいずつ入れたところ，クッキーが１まいも入っていない箱が２箱できました。

それ以外の箱には，ちゃんと５まいずつ入れることができました。

よって，５まいずつ入れた箱は，６－２＝４（箱）です。

８まいずつ入れた箱は９箱です。 → ８×９＝７２（個）入りました。

５まいずつ入れた箱は４箱です。 → ５×４＝２０（個）入りました。

よってクッキーのまい数は，７２＋２０＝９２（まい）になります。

実戦演習 ④(2)

(1)で，クッキーは９２まいあることがわかりました。

(2)では，１５箱に，１箱あたり６まいずつ入れていきます。

箱に入れることができるのは，６×１５＝９０（まい）です。

箱に入らなかったクッキーは，９２－９０＝２（まい）です。

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８

８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ８ ５ ５ ５ ５


